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１ 第 30回全国都市緑化とっとりフェア「水と緑のオアシス 2013とっとり」前売入場券発売開始！ 

緑豊かな鳥取では、２０１３年、緑と環境をテーマとし 

たイベントが目白押しです。 

このうち、第３０回全国都市緑化とっとりフェア「水と 

緑のオアシスとっとり 2013」は、９月２１日（土）から 

５１日間にわたって開催する花と緑の祭典です。 

主会場となる湖山池公園は、山陰海岸ジオパーク（世界 

ジオパークネットワーク加盟）エリア内にあり、この湖山  

池の雄大なロケーションを活かしたナチュラルガーデン

のほか、フェア期間限定の趣向を凝らした修景や仕掛けで 

会場を彩り、全国の皆様の来場をお待ちしています。 

変化に富んだ地形や気候条件から植物の宝庫ともいえる鳥取。日本のナチュラルガーデンの第

一人者であるポール・スミザー氏が、この鳥取に自生する植物などを自然風に植え込み、山陰海

岸ジオパークの見どころの一つである日本一広い湖山池の雄大なロケーションに溶け込むナチ

ュラルガーデンを展開します。 

また、芸術的な砂と植物のコラボレーションも見どころのひとつ。２０１２年４月に、雄大な

鳥取砂丘の一角に、鳥取砂丘の「砂」を素材にした彫刻作

品「砂像」を展示する全天候型展示施設「砂の美術館」が

オープンし、ご好評いただいておりますが、この儚くも美

しい砂像の技術を都市緑化とっとりフェアではさまざまな

場面に活用。「砂像」と可憐で美しい草花を融合させ、新た

な芸術を生み出します。 

サテライト会場は、鳥取県中部に位置する「東郷湖羽合

臨海公園（湯梨浜町）」と、鳥取県西部に位置する「とっと

り花回廊（南部町）」の２会場で、東郷湖羽合臨海公園会場

のうち、東郷湖畔の本格的中国庭園燕趙園では、建物に描かれる色彩をイメージした赤・青・白

色などの葉もの、花ものを混植したカラーリーフガーデンを創出、名峰大山を望む日本最大級の

フラワーパークとっとり花回廊には、フェアのマスコットキャラクターの「花トリピー」をモチ

ーフとした修景花壇が登場し、お客様をお出迎えします。 

 １月２１日（月）より、主会場の前売入場券、主会場とサテライト会場等の有料施設の入場が

セットになったお得なセット割入場券の販売が開始されました。主会場の入場料は、大人おひと

り様６００円のところ、前売券ですと２００円お得となる４００円。花回廊セット入場券（主会 

場＋とっとり花回廊）なら、大人おひとり様１，６００円（当日通常）のところを１，１００円

と５００円もお得です。この機会に、お友達、ご家族のチケットも、あわせてご購入くださいね。 

２０１３年、５月には「第６４回全国植樹祭とっとり 2013」、９月には「第３０回全国都市緑

（フェアマスコット 花トリピー） 

（砂と植物のコラボレーション） 
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化とっとりフェア」、１０月には「エコツーリズム国際大会 2013in鳥取」と、緑豊かな鳥取から

発信するイベントは目白押し！とっとりグリーンウェイブにご注目ください。 

[第 30回全国都市緑化とっとりフェア「水と緑のオアシスとっとり 2013」] 

■日時／平成２５年９月２１日（土）～１１月１０日（日）５１日間 

■会場／（主会場）湖山池公園 

（サテライト会場）とっとり花回廊、東郷湖羽合臨海公園（燕趙園、あやめ池公園） 

■入場料金／大人 600円（前売券 400円）、小中高生 300円（前売券 200円） 

[お得なセット割入場料金（大人料金）] ※小中高生料金は、大人料金の半額 

砂の美術館セット入場券[主会場＋砂の美術館] 800円 <当日通常 1,200円> 

燕趙園セット入場券[主会場＋燕趙園] 600円 <当日通常 1,100円> 

花回廊セット入場券[主会場＋とっとり花回廊] 1,100円<当日通常 1,600円> 

■チケット販売窓口／旅行代理店、プレイガイド他 

チケット問合せ先 電話 080-2928-3640（平日 9時～17時） 

■アクセス／主会場へは、ＪＲ鳥取駅、フェア臨時駐車場より無料シャトルバス運行 

■問い合せ先／緑のまちづくりオフィス第30回全国都市緑化とっとりフェア実行委員会事務局 

電話 0857-25-3511  ホームページ http://oasistottori.jp/ 

[第 64回全国植樹祭とっとり 2013] 

■日時／平成２５年５月２６日（日） 

■会場／（式典会場）とっとり花回廊（南部町） 

（植樹会場）とっとり花回廊いやしの森（伯耆町） 

国立公園奥大山鏡ヶ成高原めぐみの森（江府町） 

■内容／式典（開催テーマ「感じよう 森のめぐみと 緑の豊かさ」を吹奏楽や管弦楽、みどり

の少年団による集団パフォーマンス、創作劇などで表現）、記念植樹、おもてなし広場

（鳥取県の食、特産品販売、郷土芸能披露など） 

■問い合せ先／第 64回全国植樹祭鳥取県実行委員会（鳥取県農林水産部全国植樹祭課内） 

電話 0859-31-9364 ホームページ http://www.pref.tottori.lg.jp/shokuzyusai/ 

[エコツーリズム国際大会 2013in鳥取] 

■日時／平成２５年１０月１９日（土）～２１日（月） 

■会場／米子コンベンションセンター（米子市末広町 294） 

■内容／基調講演、トークセッション、エクスカーションほか 

■問い合せ先／エコツーリズム国際大会 2013in鳥取実行委員会事務局 

 電話 0859-31-9373  ホームページ http://daisenwonder.com/p/eco/5/1/ 

 

２ あのお得なきっぷが再登場！「山陰満喫パス」でぐるり。早春の山陰を満喫しよう。 

昨年末、大好評のうちに販売を終了したあの便利でおトクなきっぷ「山陰満喫パス」が、期

間限定で再登場します。 

ＪＲ西日本では、２月１日（金）から３月３１日（日）までの間、鳥取島根両県をぐるりと

周遊するのに便利でおトクにご利用いただける「山陰満喫パス」を発売します。「山陰満喫パ

ス」は、特急・普通列車の普通車自由席で山陰（鳥取・島根）の自由周遊区間が乗り降り自由

（有効期間 2日間）で、おとなは 4,000円、こどもは半額の 2,000円と、大変おトクです。例
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えば、おとなが特急列車普通車自由席で片道利用する場合、ＪＲ鳥取駅からＪＲ米子駅間の通

常のおねだんが 2,770円、ＪＲ鳥取駅からＪＲ出雲市駅間の通常のおねだんが 3,780円ですの 

で、エリア内を少し移動するだけで元がとれてしまうこのおトクさは言うまでもありません。 

まだまだ寒い２月、早春の山陰の楽しみは、ほっこりぬくもる温泉と、日本海の豊かな恵み！

山陰海岸ジオパーク（浦富海岸エリア）を満喫できるまち岩美町は、松葉がに漁獲量日本一。

天下一品の味と鮮度を誇る岩美町の松葉がには、「かに刺し」「かにすき」「焼きがに」と様々に

楽しめます。 山陰最古級、開湯１２００年といわれる岩井温泉で冷えた体をほっこりあたため

た後のかに三昧は、冬の最高の贅沢ですね。かにを満喫するなら、地元の港で水揚げされた鮮

度抜群の松葉がにを、豪快にふるまっていただける民宿もオススメ。ボリュームも味も間違い

なしです。山陰海岸ジオパークエリアの温泉と食満喫の旅は、山陰本線ＪＲ岩美駅・ＪＲ東浜

駅をご利用ください。 

また、山陰は、神話のふるさと。大国主命（おおくにぬしみこと）ゆかりで神話「因幡の白

兎」の舞台となった白兎（はくと）神社、大国主命が絶命後、復活をとげた赤猪岩（あかいい

わ）神社、大石見（おおいわみ）神社、平成の大遷宮に沸く出雲大社と、大国主命をはじめ古

事記ゆかりのスポットを巡ってパワーをいただくツアーも山陰ならではの旅ですね。 

早春の山陰エリアの楽しみ方はあなた次第。「山陰満喫きっぷ」をご利用いただくと、鳥取・

島根の自由周遊区間は、特急・普通列車自由席が２日間乗り放題ですから、山陰を満喫いただ

くチャンス。首都圏や中京、中四国、九州から山陰にお越しのお客様、山陰の魅力をまだまだ

掘り下げたい山陰在住の皆様にもぜひともご利用いただきたい特別な切符です。 

２名様以上が同一行程でご旅行される場合にご利用いただけますので、是非、お友達、ご家

族お揃いでＪＲでおでかけください。 

[山陰満喫パス] 

■販売期間／１月２５日（金）～３月２９日（金）（３月３０日出発分まで販売） 

■利用期間／２月１日（金）～３月３１日（日） 

■価格／おとな 4,000円、こども 2,000円 

■発売条件／お申し込みは２名以上から（同一行程に限る）で、出発日前日までの購入が必要。

山陰（鳥取・島根）の自由周遊区間の特急、普通列車の普通車自由席が乗り降り

自由  

■お求め・問い合せ先／自由周遊区間内の JR西日本のみどりの窓口、主な旅行会社 

 

３ とっとりのひな祭り 

三月三日といえば、桃の節句。ひな人形を飾り、菱  

餅・白酒、桃の花などをお供えする女子の祭、ひな祭  

りですが、鳥取県東部のまち、鳥取市用瀬町（もちが 

せちょう）では、旧暦の三月三日のひなまつり、着飾 

った幼女が、男女一対の紙雛を桟俵（さんだわら）と 

いう藁（わら）を円形に編んだものの上に乗せ、菱餅 

や桃の小枝を添え、災厄を託して千代川（せんだいが 

わ）に流します。  （もちがせの流しびな） 
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無病息災で１年間幸せに生活できるように願って小さな手を合わせる幼女の姿は愛らしく、こ 

の情緒豊かな民俗行事は、昭和６０年、県無形民俗文化財に“もちがせの雛送り”として指定さ

れました。雛流しそのものの歴史は古く、その原型は、遠く平安時代にさかのぼるといわれてい

ます。鳥取市用瀬町では今日まで、時代の変遷と共に形を変えながらも、“もちがせの流しびな”

として受け継がれ、今年も４月１２日（金）に行われます。 

当日おいでになった皆さまも、流しびなをご購入いただき、祈りをこめて流していただくこ

とができます（時間指定あり）。古式縁の県無形民俗文化財として指定されている「もちがせ

の流しびな」、是非皆さまも体験してみませんか。 

また、鳥取市用瀬町に隣接する八頭郡智頭町でも「雛あらし」の行事が行われます。鳥取県東

部にある山あいのまち智頭宿は、かつて鳥取藩池田家の参勤交代の道として栄え、藩政時代をし

のばせる古い街並みが残ります。「雛あらし」の行事は、子どもたちが、桃の節句に飾られる家々

のひな人形を見て回り、ひな壇にお供えされたお菓子やごちそうをいただく「雛あらし」の風習

を再現した祭りです。 

期間中は、大正や昭和の時代の雛人形や市松人形が、格子窓の町屋など趣のある街道に飾られ、

風情あるまち歩きをお楽しみいただけます。 

鳥取市用瀬町、八頭郡智頭町とも、鳥取自動車道沿線のまち。３月末に全線開通となる鳥取自

動車道（中国縦貫自動車道の佐用ＪＣＴから鳥取ＩＣを結ぶ無料の高速道路）をご利用いただく

と、大阪～鳥取間は約２時間３０分で結ばれます。しかも、無料の高速道路ですので、乗り降り

自由、たっぷりと沿線観光をお楽しみいただけます。 

まだまだ寒さの残る３月ですが、鳥取県東部にも個性豊かな多くの温泉地（岩井・鳥取・吉岡・

浜村・鹿野）があります。わくわくしながら雛人形を飾った子どもの頃を懐かしく思い出しなが

ら温泉であたたまる、ゆっくりと時間の流れる早春の鳥取の旅をお楽しみください。 

[もちがせ流しびな行事] 

■日時／平成２５年４月１２日（金） 

■場所／鳥取市用瀬町用瀬（千代川ふれあいの水辺） 

■問い合せ先／（財）用瀬町ふるさと振興事業団 流しびなの館 電話 0858-87-3222 

ホームページ http://nagashibinanoyakata.jp/ 

 [智頭・備前街道雛あらし] 

■日時／平成２５年３月２３日（土）、３月２４日（日） 

■場所／智頭河原町商店街と智頭宿一円 

■問い合せ先／智頭町観光協会 電話 0858-76-1111 

ホームページ  http://cms.sanin.jp/p/chizu/kankou/event/hinaarashi/ 

[鳥取県東部地区の温泉]  

いなば温泉郷協議会ホームページ http://www.inabaspa.net/index.html 

 

４ レトロな春はじまる ～遥かなまち倉吉・レトロな春～ 

鳥取県中部に位置する白壁土蔵のまち・倉吉市で、恒例となった春のイベント「遥かなまち倉 

吉・レトロの春」が今年も開催されます。３か月間にわたり、大小さまざまなイベントで倉吉の

春を彩るこのまつりのメイン舞台となる打吹（うつぶき）公園は、「日本の都市公園 100選」、「桜

の名所 100選」にも選定される山陰随一の桜の名所として知られ、多種多様の桜やツツジが咲き

http://nagashibinanoyakata.jp/
http://cms.sanin.jp/p/chizu/kankou/event/hinaarashi/
http://www.inabaspa.net/index.html
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誇ります。桜の見ごろは、例年３月下旬から４月上旬で、大小

約５００本のぼんぼりが設置点灯され、花を愛でる人々で賑わ

います。打吹公園の桜が葉桜になる４月下旬には、色とりどり

のツツジが見事な姿を見せはじめますので、美しい花々のリレ

ーをお楽しみいただけます。 

  ツツジを楽しむなら、倉吉市関金町の亀井公園もおすすめ。

４月中旬になると、公園全体に自生のミツバツツジ約６万本が

満開となり、公園全域がピンク色に染まります。お湯のきれい

なことから「白金の湯」といわれる関金温泉のあるこの地で 

 行われる「関金つつじ温泉まつり」は、かごかきレース、スタンプラリー、温泉入浴無料開放

など楽しいイベント満載、前夜祭では花火の打ち上げもあります。 

  遥かなまち倉吉の玉川沿いに並ぶ人気の観光スポット「白壁土蔵群・赤瓦」周辺の西町から

魚町にかけての約６００ｍは、レトロストリートに変身。周辺の約６０軒で、とっておきのお

宝や家に伝わる伝統の品々が特別公開されます。はじめて来たはずなのにどこか懐かしい、昭

和を中心に江戸・明治・大正の品々が店舗いっぱいに詰まったまちなみを、ゆったり散策する

なごみの春もいいですね。遥かなまち倉吉の春を彩る催しは盛りだくさん、様々なイベントの

詳細は、下記問い合わせ先でご確認ください。 

[倉吉春まつり～遥かなまち倉吉・レトロな春～] 

■問い合せ先／倉吉春まつり振興会（倉吉商工会議所内）電話 0858-22-2191 

ホームページ http://www.apionet.or.jp/kankou/html/wahtnew/wahtnew_197.html 

[打吹公園]  

■場所／倉吉市仲ノ町 

■ぼんぼり点灯／未定 例年３月下旬～５月上旬 

■問い合せ先／（花の見ごろ）くらよし観光・ＭＩＣＥ協会 電話 0858-24-5371 

（ぼんぼり点灯）倉吉春まつり振興会 電話 0858-22-2191 

[亀井公園] 

■場所／倉吉市関金町関金宿 

■問い合せ先／関金温泉観光案内所 電話 0858-45-3737 

[関金つつじ温泉まつり] 

■日時／前夜祭：４月２０日（土）18：00～、本祭：４月２１日（日）10：00～ 

■問い合せ先／関金温泉おまつり実行委員会(NPO法人養生の郷内) 電話 0858-45-3988  

[倉吉レトロまちかど博物館] 

■場所／倉吉白壁土蔵群 西町～魚町 

■問い合せ先／倉吉白壁土蔵群・赤瓦観光案内所 電話 0858-22-1200  

ホームページ 

 http://www.apionet.or.jp/kankou/html/machinakaretoro/machinakaretoro.html 

 

５ 春の日野を楽しもう 

大山山麓の奥座敷、奥大山、江府町でも、春の訪れとともにおひなさまを愛でるまちあるきを

お楽しみいただけます。江府町のまち、出雲街道の宿場町を彷彿とさせる江尾地区では、町内の 

（打吹公園のツツジ） 

http://www.kurayoshi-cci.or.jp/
http://www.apionet.or.jp/kankou/html/machinakaretoro/
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民家や店舗が約 50軒それぞれに工夫を凝らしたお雛様を飾ってまちを彩ります。 

昭和初期のお雛様から明治時代のお雛様、品のある 

きれいなお顔のお雛様、愛嬌のあるかわいらしいお雛 

様と、方々の家々で珍しいお雛様に出会いながら、ゆ 

ったりと時間を過ごしていただけます。桃の節句らしい

甘酒や、ぜんざいに舌鼓を打ったり、春を感じる地元の

野菜や山菜、加工品をお土産に選ぶのも楽しいですね。

春の日野めぐりは、お雛様を愛でる散策からスタートし 

てはいかがですか。桜の見所ポイントもいっぱいですよ。 

また、江府町と岡山県真庭郡新庄村との境にある毛無 

 山（けなしやま）は、例年４月下旬頃から、可憐なカタクリの花の群生が観られることで人気で

す。標高１，２１８ｍ、ゆっくりと歩いて、途中、休憩しながら登っても、１時間３０分くらい

で山頂に到着できます。天気が良ければ眺望も最高、山頂からは大山や日本海も望める大パノラ

マが広がります。カタクリの花に会いに毛無山を目指すのもよいですね。 

アクティブなあなたには、鳥取県西部を流れる

清流日野川で「日野川くだり(ラフティング)」は

いかがでしょう。ラフティングは６人乗りの手漕

ぎのラフト(ゴムボート)で、日野川の自然を楽し

みながらショートコース又はロングコースを仲間

とともにゴールを目指します。桜、ツツジ、まぶ

しい新緑を楽しみながら、変化に富んだ急流では

スピード感を味わい、緩やかなポイントでは透き 

通った水面の静けさを体感することができます。 

水はちょっと苦手というかたには、日野町にある「滝山（たきさん）公園」がおすすめです。

春の桜・ツツジの名所として有名な公園で、４月中旬から５月上旬には約３万本のミツバツツジ

が開花し、山全体がピンク色に染まる見事な美しさです。咲き誇るツツジをくぐりぬけながらの

散策を是非お楽しみください。滝山公園は山腹にあって温度が平地より低いため、遅咲きの桜も

ご覧いただけますので、ご家族皆さんで春の欲張りなお花見をゆっくり満喫していただけます。 

お花見といえば、ウインタースポーツをお楽しみいただいた花見山スキー場（日南町）は、季

節の花々もお楽しみいただけるリフレッシュランド。標高約８００ｍから上に位置し、４月中旬

からスイセン、５月上旬のぼたん桜、初夏のあやめと季節の色彩が楽しめます。また、遊歩道を

利用した約１時間の散策で標高１，１８８ｍの花見山山頂に到達できます。ご家族、グループで

の四季折々の自然観察、ハイキングに最高のスポットです。 

忙しい毎日を忘れ、豊かな自然とゆっくり流れる時間の

中で、季節の花を愛でながら、ゆったりと散策したい方、

まちあるきで懐かしくも優しい時間を過ごしたい方、アク

ティブな旅をしたい方、皆さまの休日を日野の旅でお楽し

みください。 

[ひなまつりコレクション] 

 ■日時／平成２５年４月８日（月）～１４日（日） 

（2012 江府町ひなまつりコレクション） 

（日野川ラフティング） 

（花見山のスイセン） 
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 ※甘味や特産品販売もあります。 

（3月中旬頃 江府町ホームページにて情報掲載 ホームページ http://www.town-kofu.jp） 

 ■場所／日野郡江府町江尾 JR伯備線 江尾駅を中心に町内巡り散策コース 

■ 問い合せ先／奥大山 ひなまつりコレクション実行委員会事務局（江府町文化協会事務局）  

       電話 0859-75-2005 

 [毛無山] 

■場所／日野郡江府町俣野 

■カタクリの見ごろ／例年４月下旬。※４月２９日（月）登山道開き祭が開催されます。 

■問い合せ先／江府町観光協会 電話 0859-75-6007 

 [日野川ラフティング] 

■実施時期／ 4月、5月、10月の土・日・祝日（予定） 

■コース／半日コース（約４キロ） 

日野町下黒坂「下黒坂橋」～日野町安原「カヌーの里公園」 

１日コース（約８キロ） 

日野町上菅「乗越橋」～日野町黒坂「黒坂カワコふれあい公園」(昼食)～日野町

安原「カヌーの里公園」  

■募集人員／半日コース：午前の部、午後の部とも各 20名 

 １日コース：20名（水量によりショートコースへ変更有） 

   ※要事前予約(開催週の水曜まで)、定員になり次第締め切り（先着順） 

■参加費／半日コース：大人 3,000円、中学生以下 2,500円 親子 5,000円 

     １日コース：大人 6,000円、中学生以下 3,000円 親子 8,000円（昼食代含む） 

     ※保険代、入浴代 含む  

■問い合せ先／日野町教育委員会 電話 0859-72-2107  

 [滝山公園] 

■場所／日野郡日野町中菅 

  ■ツツジの見ごろ／例年４月中旬から５月上旬 

  ※例年「滝山公園つつじまつり」が開催され、多くの人で賑わいます（開催日は後日決定） 

■問い合せ先／日野町観光協会  電話 0859-72-0332 

 [花見山（はなみやま）] 

  ■場所／日野郡日南町神戸上 

      ホームページ http://www.hanamiyama.co.jp/index.php 

  ■問い合せ先／日南町観光協会 電話 0859-82-1114 

 

６ 山陰海岸学習館に３Ｄシアター登場 

岩美町にある山陰海岸ジオパークの拠点施設「山陰海岸学習館」は、山陰海岸の変化に富んだ 

地形や地質、多様な生物などの紹介、野外観察会などのイベントを行い人気ですが、このたび新

たに、山陰海岸の魅力を伝える３Ｄ立体映像「大地と海の物語」が登場し、１月１４日（月）か

ら定期上映されています。 

この映像は、鳥取県内を中心とした山陰海岸ジオパークの特徴的な地形形成や海中に生息する 

生き物を、空撮や水中撮影を駆使した臨場感あふれる３Ｄ立体映像で約２０分間にわたって紹介 

http://www.town-kofu.jp/
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するものです。 

入館、鑑賞はすべて無料。３Ｄ立体映像で、臨場感あふれる圧倒的な山陰海岸ジオパークの世

界を体験してください。 

 ■定期上映開始時刻／ 

[土・日・祝日・ゴールデンウィーク、夏休み期間中] 

10時、11時、13時、14時、15時、16時 の６回 

[平日] 

11時、14時 の２回  

※団体（10名以上）のお客様には、10時、13時、15時、16時の上映予約を受け付けます。 

 ■その他／１回の定員は 50名、先着順。 

小さいお子さまは、保護者の方とご一緒にご覧ください。 

 ■問い合せ先／山陰海岸学習館（岩美郡岩美町牧谷 1794-4） 電話 0857-73-1445 

ホームページ http://site5.tori-info.co.jp/~museum/gakusyukan/ 

 

コラム ひな祭りには欠かせない郷土菓子「おいり」 

鳥取県東部（因幡地方）では、昔からひな祭りに「おいり」を食べる

習慣があります。鳥取市内のスーパーマーケットにも、２月中旬頃から

４月にかけて「おいり」が登場します。古くから因幡地方に伝わるひな

祭りに欠かせない郷土菓子「おいり」は、雛あられに似ていますが、ポ

ン菓子を水あめで固めてまるめたもので、素朴な味わいが魅力です。 

昔は、残ったご飯がもったいないからと、それを洗って干した干飯が

材料で、この干飯を炒ったものに煮詰めた水飴を絡めてこしらえたとの

こと。この、米を「炒る」ところから「おいり」と名前がついたよう 

です。 

鳥取県産の原材料を用いて県内で製造される加工食品、「ふるさと認証食品」の認証を受けて

いる深澤製菓のおいり（100グラム、315円（税込））は、鳥取県産米と生姜を使っているこだわ

りのおいりで、ほんのりとした甘味に生姜の香りが引き立ちます。 

学校給食に登場することもある郷土菓子「おいり」。鳥取、因幡地方の素朴な駄菓子をぜひご

賞味ください。 

[「ふるさと認証食品」 とっとり駄菓子おいり（深澤製菓）] 

■問い合せ先／深澤製菓 電話 0857-22-4863  ホームページ http://www.oiri.jp/ 
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鳥取県観光情報はこちらから → http://yokoso.pref.tottori.jp/鳥取県観光情報ホームページ 
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 「とっとり駄菓子おいり」 
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